
【大阪のまちづくりグランドデザイン】
【大阪広域ベイエリアまちづくりビジョン（案）】

今後更なる活性化が期待されるエリアのうち、
浜寺水路周辺を特に重点的に取り組む重点エリアに位置付け

【Beyond EXPO2025】
万博後の持続的な成長・発展と、府民の暮らしの向上に向け、
大阪が進むべき道を示す指針

【旧市民会館：図書館の活用方針（平成29年）】
・アートシティとしての未来・スポーツシティとしての未来
・健幸のまちとしての未来 ・インターナショナルシティとしての未来
・夜景と海のまちとしての未来

【第３期 まち・ひと・しごと創生総合戦略（令和6年）】
基本目標（４） 明日の担い手を育み、
公民共創により地域の稼ぐ力を高める

＜主な施策＞地域資源（遊休施設）の活用、ベイエリアの活性化など

【高石市都市計画マスタープラン（令和4年）】
対象用地 ⇒ にぎわい・集いゾーン

基本構想策定に向けた考え方

大阪府・高石市まちづくり基本構想

大阪府・高石市まちづくり基本構想策定に向けた

第１回有識者会議 意見
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～ 本資料の位置づけ ～

サウンディング調査実施段階において、大阪府・高石市の既存計画等を前提に「大阪府・高石市まちづくり基本構想策定に向け
た有識者会議」での意見をとりまとめ、基本構想の方向性を示したもの。

基本構想策定に向けた考え方

サウンディング調査実施
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：大阪府の計画等

：高石市の計画等
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https://www.pref.osaka.lg.jp/o140020/tokuu/shin_gd/index.html
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基本構想の策定に向けた考え方

対象エリア
（浜寺水路周辺）

～大阪のまちづくりグランドデザイン・Beyond EXPO2025（抜粋）～

➢ ｢大阪のまちづくりグランドデザイン｣において、今後更なる活性化が期待されるエリアとして浜寺水路周辺を重点エリアに位置付け
➢ ｢BeyondEXPO2025｣では、ベイエリアの活性化など「海」でのにぎわいを創出し、周遊性を向上させることを掲げている

※【BeyondEXPO2025】p28「大阪独自の魅力を発揮したワクワク・オモロいを掻き立てるエンタメ都市」抜粋

※【大阪広域ベイエリアのまちづくりビジョン（案）】p9「３．大阪広域ベイエリアがめざす姿と取組みの方向性」抜粋

※【大阪のまちづくりグランドデザイン】p46「海・川・山や多様な地域資源を活かし、地域を活性化」抜粋
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基本構想の策定に向けた考え方

浜寺公園

出典：地理院タイルを加工して作成

高石漁港
高師浜線

大阪府立漕艇センター

浜寺公園駅
（登録有形文化財）

高石駅

羽衣駅

●スポーツ施設

高師浜駅

大阪府立臨海スポーツセンター

旧高石市民会館・図書館

●スポーツ施設

臨海工業地帯の工場夜景 高師浜運動施設リニューアル
アプラ高石リニューアル
高石駅高架下・駅前広場

〇南海本線高架化によるウォーカブルな駅周辺整備

〇旧高石市民会館・図書館跡地へのにぎわい・集客施設の誘致
及びイベント実施による賑わいの創出

〇臨海スポーツセンター、漕艇センター、浜寺公園との連携

〇高師浜駅周辺の活性化（駅舎のライトアップ等）

〇高師浜運動施設のリニューアル（スケボーパーク、３X３）

～大阪広域ベイエリアまちづくりビジョン（案）（抜粋）～

➢ 大阪広域ベイエリアにある多様で多彩な地域資源や既存ストックの個性をみがくとともに、新たな資源や魅力を創出する取組みを進
めることで、各地域の個性を活かしたまちづくりを促進する
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基本構想の策定に向けた考え方 ～ 旧市民会館:図書館の活用方針(平成29年)（抜粋） ～

①アートシティとしての未来
アートシティ構想として提案されたアイデアは、世界の都市を参考としながら、パフォーマンスの拠点を形成することで、インバウンド観光客のナイトライフを創出しつつ、
アーティストの育成を行うという世界標準での充実した提案であった。高石市まち・ひと・しごと創生総合戦略において柱となっている文化・教育という観点からも広がりが
あり、市全体をアートシティとして変革していく可能性を秘めている。

②スポーツシティとしての未来
旧高石市民会館・図書館は大阪府立臨海スポーツセンターや高師浜運動場に隣接するなど、市のスポーツゾーンというべき地域に立地しており、スポーツ関連施設とすること
で地域性を踏まえた活用が可能である。具体的には、自転車でのツーリングやスポーツクライミングなどの新たなスポーツの拠点とするほか、周辺のスポーツ施設利用者の需
要を踏まえた合宿施設などのスポ ーツ関連利便施設として活用することも考えられる。今後の周辺環境としては、大阪府立臨海スポーツセンターの改修による機能強化、更に
視野を広げ、2020年の東京オリンピック・パラリンピック、2021年の関西ワールドマスターズゲームといったスポーツ振興の機運の更なる高まりが見込まれ、発展的な活用が
期待される。また、浜寺水路を活用したアクティビティや水上スポーツの拠点とすることで、敷地内に限らない広域的な活用につなげることも可能である。

③健幸のまちとしての未来
高石市は“スマートウェルネスシティたかいし”を目指し、健幸ポイント事業などの様々な取組を行ってきており、平成29年４月には健幸のまちづくり条例が施行された。そ
の取組を発展させ、“健幸”をモチーフに、温浴施設などの日常的な集客機能も組み込みながら、市の健幸づくりの拠点及び近隣 市町村を含む住民への啓発・ＰＲ拠点として
活用していくことが考えられる。周辺に同様の拠点は見当たらないことから、広域的な集客も図ることができ、健幸のまちとしての市のブランドづくりにつなげることが期待
される。

④インターナショナルシティとしての未来
旧高石市民会館・図書館の所在する高師浜地区はかつて日露戦争における捕虜の収容所を有していた歴史をもつ。また、臨海部の埋め立て前には、高級別荘地として栄えた地
区でもある。これらの歴史も踏まえつつ、インターナショナルスクールを設置し、インバウンド観光客の旅行拠点などに活用していくことで、外国人が住み、交流する街とし
て発展していく可能性が考えられる。関西国際空港からのインバウンド観光客は近年急激に増えてきており、今後、更に国際交流が深まれば、外国人の定住需要も高まってく
ると考えられる。高石市は、そうした需要の受け皿として、国際交流都市となる可能性をもっている。

⑤夜景と海のまちとしての未来
高石固有といえる主な観光資源として、工場夜景と海の水路である浜寺水路があげられる。これらの資源を最大限活用し、国内外からの観光客を集める施設として活用してい
くことが考えられる。近隣に漁港がある利点を活かし、獲れたての海の幸を味わえる場所としていくなど、土地柄を活かした活用をすることで、集客性を確保していくことが
できると考えられる。

➢ 「旧市民会館・図書館の活用に係る検討会(平成28年度)」において、一般向けアイデア募集および事業者へのサウンディング調査を
行ったうえで、一定の方向付けをしたもの。
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基本構想の策定に向けた考え方 ～第3期 高石市まち・ひと・しごと創生総合戦略(令和6年)（抜粋）～

➢ 「第3期 高石市まち･ひと･しごと創生総合戦略(令和6年)｣では、具体的な取組の全体像として、以下の｢新たな視点｣を掲げている
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基本構想策定に向けた考え方

○大阪府・高石市まちづくり基本構想策定に向けた有識者会議（Ｒ8/5/29開催）における各有識者からの意見について

<橋爪 紳也 氏（座長）／大阪公立大学研究推進機構 特任教授>
・大阪湾のベイエリアをつなぐ交通ネットワーク（リング）の中に、

対象区域を位置付け、「国際」「世界」というコンセプトは必要。
・30年、50年のスパンでベイエリアが新たに再創造される（上書きす
る）タイミングに対象区域を集客拠点として位置付けることが重要。

・対象区域の歴史（履歴）を語らないと他地域との差別化は図れない。
次の世代を作ってきた場所（世界的なスポーツ選手の育成を担った
スポーツ施設等）として、万博レガシーのように、それを次の世代
へと継承するという未来志向の時間概念の視点が重要。

・水辺に面したエリアで様々な交流が行える場所として新しい時代の
「浜」というイメージをコンセプトに入れる。

<田村 匡 氏／大阪成蹊大学経営学部 教授>
・個人の健康からより良い街での暮らしまで様々なレベルの中で、
「ウェルネス」「ウェルビーイング」はスポーツの世界でも注目されている。

・アリーナは、市民には好意的な施設ではあるが、府内外の地域で建設
の動きがある中で、民間事業者から、未来志向の提案があるか懸念。

＜まちづくりの3つの視点＞
１．広域的に見た立地環境、交通インフラを活かした

グローバルなまちづくり
２．歴史を次世代に継承する未来志向のまちづくり
３．水辺を活かした新しい時代を見据えたまちづくり

＜視点を組み合わせたコンセプト案（例）＞
・関空や夢洲IRをつなぐベイエリアの国際的な集客交流

拠点
・海浜リゾート（浜寺公園）の歴史を継承した新たな

「浜」の創造、次世代型のウェルネスツーリズムとし
ての目的地

・水辺の環境を活かしたスポーツ、アート、ヘルスケア
等のウェルネス及びウェルビーイングが実現できる施
設を有するエリア

・市民に受け入れられてきた歴史を継承し、環境負荷に
配慮した集客交流拠点<杉本 容子 氏／一般社団法人水辺ラボ 代表理事>

・インバウンド需要として「ヘルスケア」は今後伸びていく。
・水辺の環境を活かしたスポーツ（レースの開催等）は可能性がある。
・臨海スポーツセンターが寄付で残った施設であることを忘れず、この

土地や人々の履歴である市民コミュニケーションをコンセプトに入れる。
・環境配慮の視点は大きなテーマ。環境負荷を軽減しながら良いもの

を受け継いでいくという考え方は大事な視点。

サウンディング調査結果や、まちづくり連携協議会での議論を踏まえ、

『大阪府・高石市まちづくり基本構想』策定へ

～ 有識者会議における意見の集約 ～ 別紙－１
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